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　「
江
田
に
昔
住
ん
で
い
た

と
言
わ
れ
て
い
る
豪
族
の
名

前
は
」「
荏
田
宿
に
一
泊
し

た
と
さ
れ
る
『
遊
相
日
記
』

を
書
い
た
人
物
は
」

　
横
浜
市
青
葉
区
江
田
駅
周

辺
の
地
理
や
歴
史
、
店
舗
情

報
な
ど
ご
当
地
ネ
タ
満
載
の

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
が
掲

載
さ
れ
た
の
は
、
ア
ス
メ
ッ

ク（
横
浜
市
）が
発
行
す
る
ミ

ニ
コ
ミ
紙
『
Ｙ
ｏ
ｐ
ｐ
ｉ
』

（
隔
月
発
行
）
８
月
号
だ
。

　
ア
ス
メ
ッ
ク
か
ら
の
課
題

は
「
学
生
な
ら
で
は
の
視
点

で
、
商
店
会
を
盛
り
上
げ
る

よ
う
な
紙
面
の
編
集
企
画
」。

８
、
10
月
号
の
そ
れ
ぞ
れ
１

㌻
全
面
を
任
さ
れ
た
。

　
地
域
の
情
報
に
こ
だ
わ
っ

て
問
題
を
作
っ
た
の
は
二
見

成
美
さ
ん
（
文
３
）。
正
解

者
に
は
対
象
エ
リ
ア
の
商
店

の
商
品
や
食
事
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
掲
載
交
渉
の
た
め
、

齊
藤
今
日
子
さ
ん
（
人
間
科

学
１
）
と
と
も
に
電
話
を
か

け
続
け
た
が
、
け
ん
も
ほ
ろ

ろ
に
断
ら
れ
た
。
結
局
電
話

で
は
１
店
し
か
集
ま
ら
ず
、

直
接
店
舗
を
回
っ
て
お
願
い

す
る
こ
と
に
。
最
終
的
に
６

店
が
賛
同
し
て
く
れ
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
は
２
０
０
件
近
い

応
募
が
あ
っ
た
。

　
当
選
者
に
贈
る
当
選
引
換

券
の
デ
ザ
イ
ン
は
守
谷
豪
展

さ
ん
（
ネ
ッ
ト
情
報
３
）
が

担
当
。
紙
面
を
レ
イ
ア
ウ
ト

し
た
川
口
祐
佳
さ
ん
（
ネ
ッ

ト
情
報
２
）
は
「
授
業
で
や

っ
て
い
る
こ
と
を
生
か
せ

た
。
自
分
が
描
い
た
ラ
フ
案

が
、
プ
ロ
の
手
で
き
れ
い
な

紙
面
に
仕
上
が
り
感
動
し

た
」
と
喜
ぶ
。

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
企
画
は
好

評
で
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

高
い
支
持
を
得
た
。
二
見
さ

ん
は
「
作
業
を
通
じ
て
自
分

は
モ
ノ
を
作
る
こ
と
が
好
き

だ
と
気
付
い
た
。
将
来
の
方

向
性
が
決
ま
っ
た
」
と
前
を

見
据
え
る
。

　
多
摩
川
河
川
敷
の
す
ぐ
近

く
、
ゲ
ー
ム
に
興
じ
る
子
ど

も
た
ち
の
歓
声
が
響
い
た
。

専
大
生
は
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
の
コ
ツ
を
指
南
し
た

り
、
割
り
箸
鉄
砲
を
一
緒
に

作
っ
た
り
し
て
、
子
ど
も
の

目
線
に
立
っ
て
楽
し
ま
せ

た
。

　
会
場
は
、
多
摩
川
の
豊
か

な
自
然
や
治
水
の
歴
史
な
ど

を
伝
え
る
二
ヶ
領
せ
せ
ら
ぎ

館
（
川
崎
市
多
摩
区
）。
同

館
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

多
摩
川
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
毎
秋
、
収
穫
祭
を
開
催
し

て
い
る
が
、
集
客
の
伸
び
悩

み
が
課
題
だ
っ
た
。

　
解
決
に
集
ま
っ
た
メ
ン
バ

ー
は
５
人
。
集
客
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
子
ど
も
に
絞
り
、
チ

ラ
シ
を
作
り
近
隣
の
学
校
に

配
っ
て
回
っ
た
。
11
月
20
日

の
ま
つ
り
当
日
、
多
く
の
親

子
連
れ
が
訪
れ
、
思
い
思
い

の
秋
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。

来
場
者
は
昨
年
の
２
・
４
倍

に
上
っ
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
の
長
谷
川
陽
平

さ
ん
（
経
済
２
）
は
「
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
ん
で
く
れ
、

盛
り
上
が
っ
て
よ
か
っ
た
。

来
年
度
以
降
も
継
続
で
き
る

素
地
が
で
き
た
と
思
う
」
と

声
を
弾
ま
せ
る
。

　
多
摩
川
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
は
、
別
の
チ
ー
ム
が
二

ヶ
領
用
水
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
運
動
に
取
り
組
ん
だ
。
二

ヶ
領
用
水
で
清
掃
活
動
を
行

っ
て
い
る
市
民
団
体
を
調

査
、
取
り
ま
と
め
る
と
い
う

活
動
を
行
っ
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
理
事
の
多
藝

義
明
さ
ん
（
昭
49
商
）
は

「
学
生
に
入
っ
て
も
ら
う
と

新
し
い
発
想
が
出
て
き
て
活

動
が
活
性
化
す
る
。
専
大
生

の
活
躍
に
花
丸
を
つ
け
た

い
」
と
後
輩
の
活
躍
に
大
い

に
期
待
を
か
け
る
。

覚
え
た
。
同
展
の
ほ
か
の
イ

ベ
ン
ト
も
手
伝
っ
た
萩
谷
桃

子
さ
ん
（
人
間
科
学
３
）
は

「
ス
タ
ッ
フ
や
来
場
者
か

ら
、
今
ま
で
自
分
が
知
ら
な

か
っ
た
分
野
の
話
を
聞
け
て

視
野
が
広
が
っ
た
」
と
半
年

間
の
成
果
を
実
感
す
る
。

　
だ
が
こ
こ
ま
で
の
道
は
平

坦
で
は
な
か
っ
た
。
学
部
も

学
年
も
異
な
る
メ
ン
バ
ー
ゆ

え
、「
最
初
は
学
生
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
な

く
、
打
ち
合
わ
せ
し
て
も
誰

も
発
言
し
な
か
っ
た
」
と
同

館
の
大
杉
浩
司
学
芸
員
は
振

り
返
る
。
最
初
に
学
生
が
提

案
し
た
問
題
は
、
館
の
公
式

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
レ
ベ
ル

に
達
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
開
催
間
際
に
な
っ
て
も
積

極
的
姿
勢
が
見
ら
れ
ず
、
業

を
煮
や
し
た
大
杉
さ
ん
が
一

喝
。「
叱
っ
て
も
ら
っ
て
目

が
覚
め
た
」
と
学
生
た
ち
は

態
度
を
改
め
、
前
向
き
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

「
他
人
任
せ
に
せ
ず
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

理
解
し
て
く
れ
た
の
で
は
」

と
大
杉
さ
ん
は
来
場
者
の
応

対
を
す
る
学
生
た
ち
を
温
か

く
見
守
っ
た
。

　「
か
な
が
わ
Ｊ
ｏ
ｂ
ｗ
ａ

ｙ
」
は
神
奈
川
県
中
小
企
業

家
同
友
会
（
横
浜
市
）
が
実

施
す
る
合
同
企
業
説
明
会
。

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
開
催
（
11
月
10
日
）
に
向

け
、
今
回
初
め
て
学
生
５
人

が
広
報
活
動
を
担
当
し
た
。

　
主
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
参
加

企
業
の
社
長
や
人
事
担
当
者

に
取
材
し
、
学
生
の
視
点
で

企
業
の
紹
介
記
事
を
書
く
こ

と
。
業
務
内
容
、
経
営
理

念
、
求
め
る
学
生
像
な
ど
質

問
す
る
項
目
を
決
め
、
１
人

５
〜
７
社
を
担
当
し
た
。

　
業
種
は
Ｉ
Ｔ
、
設
備
工

事
、
不
動
産
業
な
ど
と
さ
ま

ざ
ま
。
取
材
の
約
束
の
た
め

企
業
に
電
話
を
か
け
る
の
も

当
初
は
ひ
ど
く
緊
張
し
た
。

　
大
城
真
衣
子
さ
ん
（
経
済

２
）
は
、
自
分
と
は
縁
が
な

い
と
思
っ
て
い
た
業
界
や
業

種
の
企
業
も
担
当
し
、
視
野

が
広
が
っ
た
。「
働
い
て
い

る
人
の
様
子
や
職
場
の
雰
囲

気
が
伝
わ
る
よ
う
に
意
識
し

て
記
事
を
書
い
た
」と
話
す
。

　
目
上
の
人
と
話
す
の
が
苦

手
だ
っ
た
鬼
澤
祐
希
さ
ん

（
商
３
）
は
、
同
同
友
会
理

事
の
岩
谷
昌
幸
さ
ん
（
共
同

求
人
委
員
長
）
ら
と
接
す
る

こ
と
で
徐
々
に
緊
張
が
和
ら

ぎ
、
自
信
を
つ
け
た
。「
記

事
を
読
ん
で
就
活
生
の
選
択

肢
が
広
が
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
リ
ー
ダ
ー
の
濱
洲
大
真
さ

ん
（
経
済
２
）
は
「
学
生
の

知
り
た
い
こ
と
と
企
業
が
知

ら
せ
た
い
こ
と
は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
。
そ
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
た
記
事
を
」
と
臨

ん
だ
。
な
じ
み
の
な
い
「
通

関
業
」
は
「
貿
易
に
不
可
欠

な
税
関
手
続
き
」
に
。
学
生

が
身
近
に
感
じ
る
表
現
に
苦

心
し
た
。
経
営
者
と
ひ
ざ
を

突
き
合
わ
せ
、
面
接
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
記
事
は
、
同
同
友
会
の
就

職
情
報
サ
イ
ト
「
か
な
が
わ 

Ｊ
ｏ
ｂ
ｗ
ａ
ｙ
の
ジ
ョ
ブ
ー

ブ
ロ
グ
」
に
掲
載
。
説
明
会

当
日
ま
で
に
参
加
30
社
分
を

ア
ッ
プ
す
る
計
画
だ
っ
た

が
、
確
認
や
手
直
し
に
時
間

が
か
か
り
、
一
部
し
か
間
に

合
わ
な
か
っ
た
（
現
在
は
す

べ
て
掲
載
）。「
広
報
と
し
て

機
能
し
な
か
っ
た
」
と
濱
洲

さ
ん
は
反
省
す
る
。

　
同
同
友
会
の
岩
谷
さ
ん
は

「
各
社
と
付
き
合
い
の
長
い

私
で
も
初
め
て
知
る
話
が
あ

り
、
学
生
な
ら
で
は
の
記
事

に
な
っ
た
」
と
及
第
点
を
付

け
る
。

　
日
本
最
古
の
甘
柿
と
さ
れ

る
禅
寺
丸
柿
の
Ｐ
Ｒ
と
、
商

店
会
活
性
化
を
目
的
に
小
田

急
線
柿
生
駅
前
（
川
崎
市
麻

生
区
）
で
毎
秋
開
催
さ
れ
て

い
る
柿
ま
つ
り
。
今
年
は
学

生
２
人
が
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ

デ
オ
（
Ｍ
Ｖ
）
制
作
に
協
力

し
た
。

　
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
柿
ま
つ
り
の
縁
は

深
く
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
か
き

ま
る
く
ん
」
も
、
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ
「
か
き
く
け
か
き

お
」
も
過
去
の
専
大
生
の
ア

イ
デ
ア
が
誕
生
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。

　
開
催
20
回
目
を
記
念
し

て
、
主
催
の
柿
生
中
央
商
店

会
で
は
「
か
き
く
け
か
き

お
」
の
歌
に
合
わ
せ
市
民
ら

が
踊
る
Ｍ
Ｖ
を
制
作
す
る
こ

と
に
。
そ
こ
に
専
大
か
ら
も

参
加
す
る
こ
と
に
っ
た
。
清

水
美
佳
さ
ん
（
経
済
２
）
と

飯
塚
尚
紀
さ
ん
（
経
営
３
）

は
「
地
域
を
応
援
で
盛
り
上

げ
て
も
ら
お
う
」
と
全
学
応

援
団
と
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
セ
ン
デ
ィ
を
提

案
。
２
人
は
出
演
依
頼
交
渉

を
重
ね
、
日
程
を
調
整
し
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号
館
で

撮
影
の
運
び
と
な
っ
た
。

　
撮
影
当
日
。
チ
ア
リ
ー
ダ

ー
部
は
振
り
付
け
を
覚
え
た

ば
か
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
完

璧
な
踊
り
と
笑
顔
で
、
指
導

・
撮
影
を
担
当
し
た
商
店
会

の
プ
ロ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
を
感

心
さ
せ
た
。
吹
奏
楽
部
も
楽

器
を
手
に
キ
レ
の
あ
る
ポ
ー

ズ
を
決
め
る
。
リ
ー
ダ
ー
部

は
力
の
限
り
、
商
店
会
に
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。
セ
ン
デ
ィ

は
慣
れ
な
い
踊
り
に
苦
心
し

た
が
、
か
き
ま
る
く
ん
が
優

し
く
導
い
た
。

　
企
業
や
小
学
校
な
ど
約
20

団
体
が
参
加
し
た
Ｍ
Ｖ
は
、

10
月
15
日
の
柿
ま
つ
り
で
お

披
露
目
さ
れ
た
後
、
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
、

再
生
回
数
は
２
カ
月
半
で
４

０
０
０
回
以
上
と
な
っ
た
。

　
ま
つ
り
当
日
、
清
水
さ
ん

と
飯
塚
さ
ん
は
裏
方
に
徹

し
、
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
に
汗

を
流
し
た
。

　
地
域
活
性
化
に
興
味
が
あ

る
と
い
う
清
水
さ
ん
は
「
Ｍ

Ｖ
は
好
評
で
、
地
元
を
盛
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
」。
飯
塚
さ
ん
は
「
出

演
交
渉
で
は
相
手
の
こ
と
を

考
え
て
説
明
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
実
感
し
た
」
と
か
み

締
め
る
。

　
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
何
か
、

理
論
を
学
び
チ
ー
ム
で
実
践

す
る
「
専
修
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
｜
第
４

期
・
蒼
翼
の
学
舎
｜
」（
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

主
催
）
の
最
終
報
告
会
・
修

了
式
が
12
月
１
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
１

〜
３
年
次
生
25
人
が
、
チ
ー

ム
ご
と
に
活
動
を
通
し
て
学

ん
だ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ

い
て
発
表
し
た
。

　
受
講
生
は
６
チ
ー
ム
に
分

か
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス

ト
へ
の
応
募
や
新
潟
県
の
限

界
集
落
の
活
性
化
な
ど
個
別

の
テ
ー
マ
に
挑
戦
。
学
部
も

学
年
も
異
な
る
仲
間
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
築
く
ま
で
の
難

し
さ
や
、
相
手
先
の
信
頼
を

得
て
活
動
が
発
展
し
た
経
緯

を
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
動

画
を
交
え
て
振
り
返
っ
た
。

　
最
終
報
告
会
に
は
毎
週
の

講
座
の
講
師
や
受
け
入
れ
先

の
企
業
関
係
者
が
参
加
。

「
向
上
心
を
忘
れ
ず
今
後
に

生
か
し
て
」
と
い
う
温
か
い

言
葉
の
一
方
、
「
ま
だ
受
け

身
の
姿
勢
が
見
え
る
。
も
っ

と
主
体
的
で
あ
っ
て
い
い
」

と
の
指
摘
が
飛
び
、
受
講
生

は
背
筋
を
伸
ば
し
聴
き
入
っ

て
い
た
。

　
進
行
役
を
務
め
た
の
は
受

講
生
の
今
野
利
哉
さ
ん（
経

済
１
）。発
表
の
合
間
に
「
外

の
世
界
に
は
自
分
を
変
え
る

『
！
』
が
転
が
っ
て
い
る
。

自
分
か
ら
探
し
に
行
く
こ
と

が
大
事
」
な
ど
、
感
嘆
符
の

ボ
ー
ド
を
使
い
ユ
ニ
ー
ク
な

コ
メ
ン
ト
を
披
露
し
た
。

　
修
了
式
で
は
、
三
好
玄
泰

さ
ん
（
文
３
）
が
「
掛
け
替

え
の
な
い
仲
間
と
考
え
や
意

見
を
共
有
し
、
多
様
な
個
性

が
成
果
に
つ
な
が
る
と
学
ん

だ
」
と
あ
い
さ
つ
。
一
人
一

人
に
修
了
証
が
手
渡
さ
れ

た
。

　
学
生
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

を
競
う
専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
が
11
月

26
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

あ
り
、
最
優
秀
の
鳳
賞
に
仁

木
朋
美
さ
ん
（
ネ
ッ
ト
情
報

３
）

写
真

が
選
ば
れ
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
起
業
家
精

神
養
成
を
目
的
に
毎
年
開
催

し
て
お
り
15
回
目
。
学
生
が

考
案
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
、
企
業
を
経
営
す

る
Ｏ
Ｂ
や
教
員
ら
が
審
査
す

る
。
今
年
は
33
組
が
応
募
。

書
類
審
査
を
通
過
し
た
10
組

が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大

会
に
挑
ん
だ
。

　
仁
木
さ
ん
の
テ
ー
マ
は

「
地
域
農
業
活
性
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
〜
『
植
物
図
鑑
』
を

味
わ
い
尽
く
せ
る
複
合
施
設

事
業
運
営
企
画
」。
有
川
浩

さ
ん
の
小
説
で
昨
年
映
画
化

も
さ
れ
た
『
植
物
図
鑑
』
を

テ
ー
マ
に
し
た
複
合
観
光
施

設
を
提
案
し
た
。

　
場
所
は
映
画
の
ロ
ケ
が
行

わ
れ
た
神
奈
川
県
秦
野
市
。

作
中
で
は
登
場
人
物
が
野
草

を
採
取
し
、
料
理
す
る
が
、

施
設
で
も
実
際
に
野
草
を
採

り
、
カ
フ
ェ
や
シ
ョ
ッ
プ
で

野
草
食
や
、
秦
野
市
の
特
産

食
材
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
。
ア
プ
リ
も
展
開
し
、
野

草
の
図
鑑
の
ほ
か
、
野
草
食

レ
シ
ピ
を
公
開
。
施
設
ま
で

バ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、

シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
を
限

定
配
信
す
る
。

　
仁
木
さ
ん
は
「
農
業
を
観

光
産
業
に
す
る
き
っ
か
け
に

な
り
、
農
業
縮
小
と
い
う
社

会
問
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
報
告
し

た
。

　
具
体
的
に
場
所
を
選
定

し
、
著
作
権
に
つ
い
て
も
実

際
に
問
い
合
わ
せ
て
確
認
す

る
と
い
っ
た
実
現
性
を
追
求

す
る
姿
勢
や
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
さ
を
審

査
員
が
評
価
。「
農
業
関
連
の

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は
こ
れ
ま

で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の

で
、
着
眼
点
が
面
白
い
」「
各

地
の
道
の
駅
な
ど
で
も
展
開

で
き
る
の
で
は
」
な
ど
の
声

が
上
が
っ
た
。
受
賞
を
受
け

仁
木
さ
ん
は
「
好
き
な
作
品

を
き
っ
か
け
に
、
ロ
ケ
地
な

ど
を
調
べ
て
い
る
う
ち
に
農

業
問
題
に
行
き
着
い
た
。
ア

イ
デ
ア
を
深
め
て
い
く
の
は

楽
し
か
っ
た
」
と
語
る
。

　
そ
の
ほ
か
の
受
賞
者
と
テ

ー
マ
は
次
の
通
り
。（
敬
称

略
）

▽
育
友
会
長
特
別
賞

倉
形

樹
（
ネ
ッ
ト
情
報
２
）「
障

が
い
児
を
も
つ
親
向
け
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
開
発
」
▽
優
秀
賞

代

表
小
野
塚
隼
人
（
９
人
、
ネ

ッ
ト
情
報
３
）「
動
画
も
現

像
で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
卒
業

ア
ル
バ
ム
」
▽
同

原
口
颯

人
（
ネ
ッ
ト
情
報
２
）「
働

く
マ
マ
へ
〜
女
性
の
社
会
進

出
に
向
け
て
〜
」

チ
ー
ム
ご
と
に
活
動
内
容
や

成
果
を
報
告
し
た

専大ベンチャービジネスコンテスト

鳳賞に仁木さん

野
草
テ
ー
マ
の
複
合
施
設
企
画

鳳賞に輝いた仁木さん

リーダーシップ開発プログラム
第４期最終報告会・修了式

25人が学びの成果発表

仲間とともに 地域に輝き
課題解決型インターンシップ

▲チアリーダー部とセンディ、かきまるくんが

見事なダンスを披露した

　
本
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
課
題

解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
は
、
地
域
の
各
種

団
体
や
企
業
が
抱
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ

い
て
、
学
生
が
学
部
学

年
の
枠
を
超
え
チ
ー
ム

を
組
み
、
解
決
策
を
提

案
す
る
専
大
独
自
の
取

り
組
み
だ
。

　
本
年
度
は
21
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
約
１
７
０
人

が
参
加
。
課
さ
れ
た
ミ

ッ
シ
ョ
ン
は
イ
ベ
ン
ト

運
営
や
商
品
開
発
、
宣

伝
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
多
岐
に
わ
た
る
。
活

動
は
昨
年
５
月
に
ス
タ

ー
ト
。
半
年
以
上
に
及

ぶ
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
で
、
時
に
壁
に
ぶ

つ
か
り
な
が
ら
も
、
地

域
の
人
々
や
多
く
の
社

会
人
に
支
え
ら
れ
な
が

ら
、
仲
間
と
と
も
に
目

標
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
続
け
て
き
た
。

　
12
月
10
日
、
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
成
果
発
表

会
が
開
催
さ
れ
た
。
活

動
の
一
部
を
紹
介
す

る
。

専
大
生
の
説
明
で
ク
イ
ズ
ツ
ア
ー
を
楽
し
む
参
加
者

イ
ベ
ン
ト
を
終
え
、
笑
顔
の

メ
ン
バ
ー
と
同
友
会
の
岩
谷

さ
ん
（
左
か
ら
２
人
目
）

　
川
崎
市
岡
本
太
郎
美
術
館

で
７
月
か
ら
10
月
ま
で
開
催

さ
れ
た
企
画
展
「
鉄
道
美
術

館
」
に
学
生
５
人
が
参
加
し

た
。

　
専
大
生
が
中
心
と
な
っ
て

企
画
し
た
の
が
９
月
４
日
に

行
わ
れ
た
「
美
術
館
た
ん
さ

く
ツ
ア
ー
」。
同
展
の
ジ
オ

ラ
マ
展
示
に
ま
つ
わ
る
ク
イ

ズ
を
出
題
、
参
加
者
が
鑑
賞

し
な
が
ら
回
答
す
る
、
参
加

型
の
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　
神
奈
川
県
綾
瀬
市
か
ら
来

た
親
子
４
人
連
れ
は
展
覧
会

で
の
ク
イ
ズ
と
い
う
初
め
て

の
状
況
を
楽
し
ん
だ
。
会
場

で
案
内
係
を
務
め
た
西
郷
貴

博
さ
ん（
法
３
）に
対
し
、「
初

め
て
子
ど
も
と
美
術
館
に
来

た
が
、
ク
イ
ズ
の
お
か
げ
で

周
囲
を
気
に
せ
ず
楽
し
め

た
」と
に
っ
こ
り
。出
口
で
は

解
答
用
紙
と
引
き
換
え
に
景

品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

　「
普
段
美
術
館
に
足
を
運

ば
な
い
人
に
も
来
て
も
ら

い
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
考
案
し

た
」
と
リ
ー
ダ
ー
の
永
原
崚

太
郎
さ
ん
（
経
済
１
）。
親

子
連
れ
の
笑
顔
に
達
成
感
を

受付で応対するリーダーの永原さん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
が

掲
載
さ
れ
た
ミ
ニ
コ
ミ
紙

　
昨
年
５
月
、
川
崎
市
中
原

区
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
成
形

加
工
を
行
う
松
本
製
作
所
に

集
ま
っ
た
学
生
８
人
に
、
同

社
代
表
取
締
役
の
松
本
浩
秀

さ
ん
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
商
品
ニ
ー
ズ
も
考
え
て
」

と
呼
び
か
け
た
。

　
２
カ
月
か
け
て
商
品
開
発

の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
が

難
航
。
同
社
は
２
０
１
３
年

11
月
、
経
済
学
部
遠
山
浩
ゼ

ミ
と
共
同
で
フ
レ
グ
ラ
ン
ス

カ
ー
ド
を
開
発
し
て
お
り
、

結
局
こ
の
カ
ー
ド
の
利
用
拡

大
に
的
を
絞
る
。

　
提
案
し
た
の
は
マ
ス
ク
ケ

ー
ス
に
香
り
の
カ
ー
ド
を
添

付
す
る
と
い
う
も
の
。
好
き

な
香
り
を
つ
け
た
チ
ッ
プ
を

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
カ
ー
ド
に

入
れ
、
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
に
は

さ
む
。
す
る
と
マ
ス
ク
を
着

け
た
時
も
香
り
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。「
受
験
生
に

は
ス
ッ
キ
リ
す
る
香
り
を
。

ア
ロ
マ
や
香
水
な
ど
、
ど
ん

な
香
り
で
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
」
と
上
野
雄
太
さ
ん

（
文
２
）。

　
ケ
ー
ス
の
デ
ザ
イ
ン
も
出

し
合
い
、
試
作
品
が
完
成
し

た
の
は
11
月
に
な
っ
て
か
ら

だ
っ
た
。
12
月
10
日
の
課
題

解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

発
表
会
で
と
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
基
に
、
今
後
の
商
品
化

を
探
る
。
リ
ー
ダ
ー
の
石
川

賀
雄
さ
ん
（
経
営
２
）
は

「
意
見
交
換
の
大
切
さ
や
意

思
疎
通
の
難
し
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
で
き
れ
ば
商

品
化
し
た
い
」
と
話
す
。

課
題
に
取
り
組
ん
だ

メ
ン
バ
ー
た
ち

完
成
し
た
試
作
品

◀柿まつり当日、スタッフとして働く清水さん

子どもたちを楽しませる専大生５人

印刷された紙面を手にする４人

Ｍ
Ｖ
制
作

禅
寺
丸
柿
ま
つ
り

岡
本
太
郎
美
術
館「
鉄
道
美
術
館
」

ワ
ク
ワ
ク
鑑
賞
イ
ベ
ン
ト

せ
せ
ら
ぎ
館
・
秋
の
収
穫
祭

子ども目線で
来場者増やす

中
小
企
業
合
同
説
明
会

会
社
取
材
し
魅
力
を
紹
介

ミ
ニ
コ
ミ
紙
編
集

地
元
情
報
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

川
崎
市
の
企
業
で
商
品
開
発

学
生
の
ア
イ
デ
ア
が
形
に

全
学
応
援
団

協

力

出

演


